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P朝日大学

朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。
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大学評価基準を満たす認定マーク

2015年度入学者選抜方法決まる
今日、わが国をとりまく社会環境は、少子高齢化社会の到来をはじめ、東日本

大震災の復興支援など、依然として厳しい状況にあります。

朝日大学では、これからも教育・研究・医療の質の向上をめざし教職員全員が

ステークホルダーである高校生や保護者、あるいは地域社会の方々から「信頼

される大学づくりJに蓮進してまいります。

西日本学生選手権で優勝(4畑チームパーシュート)
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朝日大学入学試験概要が決まる

本年度より保健医療学部看護学科が加わったr2015年度入学者選

抜試験Jでは、保健医療学部における「大学入試センター試験利用入

試」の導入など、各学部の入試制度改革が行われ「選ばれる大学、魅

力ある大学」づくりがより一層進むこととなります。

歯学部では、2012年度から安心して学べる学費(在学生も適用)の

新体系が、保健医療学部では「看護学科特別奨学金制度Jがそれぞ

れスタートしました。

法学部(法学科)・経営学部(経済学科・ビジネス企画学科)

入館区分 法学部 経営学部

法学科 経営学科 ピヲネス企画学科

指定校 20名 15名 20名

一般 I期

一般 E 期
推薦

一般血潮 30名 25名 30名

スポーツ(A日程)

スポーツ(8日程)

A 。 15名 10名 15名

北海道・沖縄特別選抜 5名 5名 5名

外国人 期

留学生
若干名 若干名 若干名

E 期

帰国生徒 若干名 若干名 若干名

期
50名 35名 50名

E 期

大学入鼠
期

また、「歯科医師」ゃ「看護師」という夢をかなえるための教育システム

や独自の奨学融資制度や学資借入支援奨学金制度が整備され、真の

知識と技術、そしてやさしい心を持つ歯科医師と看護師の養成がより

一層進むこととなります。

法学部・経営学部では、「学業奨励奨学金」、「スポーツ奨励奨学

金J、「修学支援奨学金Jや「北海道・沖縄特別奨学金jなどの充実した

支援制度を継続実施することにより、今日のきびしい経済情勢の中にお

いても「だれもが同じスタートラインに立てるよう」対応することとしました。

歯学部(歯学科)

鼠験 目 目 入信区分 募集人員 鼠験 日

11月1日(土) I期 10月11日(土)
A 0 15名

11月1日(土) E期 3月18日(水)

11月29日(土) 指定校 10月25日(土)

12月13日(土) 推薦 一般I期 30名 10月25日(土)

11月1日(土) 一般E期 12月13日(土)

11月3日(月) 外国人留学生 若干名 12月13日(土)

個別に通知 帰国生徒 若干名 12月13日(土)

11月1日(土) I期 ※1月23日(金)

12月13日(土) 一般 E期 73名 ※2月18日(水)

2月18日(水) E 期 ※3月5日(木)

11月1日(土)
大学入霊式

I期
本学
1月23日(金)

1月23日(金) センター試験 E期 10名 個別 2月18日(水)

3月5日(木)
利用

E期
話験
3月5日(木)

本学独自の
センター誌験 E 期 30名
利用

30名 30名
個別試験は課さない

※本学ほか、大阪(1期.n期.m期)・福岡(1期)試験場を設置

保健医療学部(看護学科)

E 期

園間1.1踊E~主lt・ 8月 10日(日) 10:∞-15:∞ 
・学科説明・入試・奨学金説明・実習体験・キャンパス見学

園園町輔自圃ー 8月10日(日)・9月14日(日)10・∞-15:∞

-_.沼語審{i" ・学部学科説明・模擬授業・入試・奨学金説明断固別相談コーナー

--""踊佃圃圃7月24日(木)・8F.121日(木)10:∞-15:∞ 
模擬講豊島と実習体験で歯学部生の1日を体験できます。

9月6日(土)14:∞-16:∞ 
AO・推薦入試直前対策講座を開催。個別相談コーナーも設定。

お問い合わせ/朝日大学入試広報室フリーダイヤル0120-058・327E-mail nYl雌i@aliω俗的i-u.ac.jp

人民区分

指定校
推薦

一般

I期(A日程)

一般 I期(8日程)

日期

大学入話
I期

センター試験 E期
利用

皿期

募集人員 猷験日

10月25日(土)
30名

10月25日(土)

※1月22日(木)
40名

※1月23日(金)

5名 3月5日(木)

5名
本学独自の
個別試験なし

※本学ほか、名古屋試験場を設置



「歯科医師」という夢をかなえるための教育システムと独自の奨学

融資制度。

真の知識と技術、そしてやさしい心を持つ「看護師Jの養成が
保健医療学部でスタート。

法学部・経営学部では、今日のきびしい経済情勢の中においても「だ

歯学部

奨学融資制度

学資借入支援奨学金制度

短期海外研修制度

診療費補助制度

生涯研修事業(CE)

保健医療学部

特別奨学金制度

学資借入支援奨学金制度

奨学融資制度

診療費補助制度

看護師奨学金制度

生涯研修を積極的に支援

.歯学部同窓会との連携強化

朝日大学歯学部及び明海大学歯学部が共同で実施している歯科医

師を対象とした生涯研修事業(CE)は、本年で16年目を迎えました。

2013年度までの受講者数は、8，∞0名を数え、受講者は日本全国各地
で地域医療の中心的な役割を担う歯科医師として活躍しています。ま

た、最近は歯学研究科学生や海外からの受講生も迎えるなど、CEは教

育的かっ国際的な医療貢献活動へと発展してし唆す。

多彩なプログラム

本年度は、「クリニカルベーシックセミナー」、「クリニカJレステップアップセ

ミナー」をはじめ、いずれも歯科医師の臨床テクニック向上につながる42

コースの多彩なプログラムを予定しており、今後も本事業を通じて、日本や

海外の臨床歯科医学の向上に貢献してし、くこととなります。

CE [C 。倒n川、叫柑ti肌剛n凡1礼t

; 臨床歯科医学向上のための生涯を通じた研修活動

詳細は URL: http://m-a-univ-ce.com 

E-mail: info@m-a-univ-ce.com 
.............................................................................・
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れもが同じスタートラインに立てるようj充実した奨学支援制度を整備。

朝日大学は、独自の各種奨学支援制度を整備し、学生生活や生涯

研修を万全な体制でサポートしています。

支援制度の詳細については、ホームページ、入試ガイド、学生募集

要項なとでこ確認、願います。

法学部・経営学部

学業奨励奨学金制度

スポーツ奨励奨学金制度

修学支援奨学金制度

資格取得支援奨学金制度

国際交流支援制度

奨学敵資制度

学資借入支援奨学金制度

診療費補助制度

南アフリカ共和国を知る

大垣フォーラムホテル(大垣市)で、朝日大学が主催し、セイノーホール

デイングス(株)が共催する「ネルソンマンデラ民主化20周年記念講演

会」が開催されました。講演会では、在日南アフリカ共和国大使館の特命

全権大使を務めるモハウ・ペコ氏が「南アフリカ共和国を知る」と題し、ご

講演いただきました。

遠くて近い国

南アフリカ共和国の民主化

をはたしたネルソンマンデラ氏

の功績、同国の教育や産業

経済事情について、また、国

際支援やサッカーワールドカッ

プを通じた我が固との深い関

係について語られ、約250名

の参加者は南アフリカ共和国

について熱心に学びました。

モハウ・ペコ大使が講演
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旭日中綬章・
瑞宝中綬章を受賞

平成26年春の叙勲において、宮田備前理事長(現相談役)が「旭日

中綬章Jを、また籾山

鋒吾教授(法学部)が

「瑞宝中綬章」を受章し

ました。

この度の受章は、永

年にわたる本学などで

の「教育研究功労」に

よるものです。
宮田備前理事長 籾山鐸吾教授
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 歯学部登院式を実施
歯学部5年生の登院式(白衣授与式)が、学生の父母も参加し穂積キャ

ンパス6号館大講義室で盛大に行われました。この登院式は、歯学部5年

生が本学附属病院で参加型臨床実習を始めるにあたり、本格的な実習教

育への第一歩を踏み出す節目として毎年この時期に実施されています。

登院式では、はじめに全員で学歌を斉唱。磯崎篤則歯学部長からの

告辞にヲlき続き、大友克之学長、倉知正和副学長、都尾元宣附属病院

長、永原図央教務委員長が代表学生に白衣を授与、学生たちは登院

式を迎え歯科医師を志す気持ちを新たにしていました。

登院式を終え記念婦影

医療人としての決意表明

その後、学生代表の後藤章治さんから「医療人としての自覚を持ち、

真撃に実習に取り組みます」との決意があり、大友学長らから学生に対し

て激励の言葉が述べられました。

04 

岐阜とふるさと

岐阜市出身の映画監督神山征二郎氏を講師に迎え、「建学の精神と

社会生活」の講義が穂積キャンパス6号館大講義室で開講され、法学部

と経営学部の学生ら約450名が「岐阜とふるさと」について学びました。

今回の講義では、徳山ダム(岐阜県揖斐川町)建設で湖底に沈みゆく

旧徳山村を舞台に老人と少年の心の交流を描いた映画「ふるさとJを上

映。学生たちは4月のフィールドワークで徳山ダムを事前に訪れました。映

画を鑑賞後には、神山監督、寺島美紀子教授(経営学部)と宮坂果麻

理講師(法学部)とが鼎談、ふるさとへの思いや映画製作の秘話などが

語られました。

.大学で学ぷこと

神山氏は、映画の役割やモスクワ映画祭でのエピソードを紹介すると共

に「大学での学びは大人になる成長過程。学生生活では多読を心がけ、

自分の頭で物事を考え判断できる人になってほしい」とエールを送りました。

右から神山監督(右)、宮坂講師、寺島教授がふるさとを語り合う

地域社会連携講座がスタート

穂積キャンパス6号館ELS(English Language Salon)で、社会人を

対象とした12014年度朝日大学地域社会連携講座」がスタート。同講座

の講義はすべて英語で行われ、瑞穂市の企業に勤務する受講者は緊

張した雰囲気の中さっそくレyスンを受講しました。

.インターナショナルな職業人をめざす

今回開講されたプログラム「英語圏の外国人との共存・共生のための

実践ビジネス英会話」は、建学の精神(国際未来社会を切り開く人材育

成)に基づき、地域社会で外国人と共存・共生するために必要不可欠な

英語コミュニケーション能力(日常英会話能力)の体得を目的に開講され

ています。

英語で自己紹介からスター卜(第1回プログラム)



「研究奨励賞」を受賞

「日本歯科理工学会第63回学術講演会Jにおいて歯学部歯科理工
学分野の駒田裕子助教が「研究奨

励賞」を受賞しました。

今回の受賞は、「アパタイト光触媒

(La-OAP)IHAP複合体の抗菌性

ー第2報一添加量の影響Jと題して
発表された研究内容が高く評価さ

れたものです。

なお、駒田助教は「第62回学術講

演会」においても「発表優秀賞」を

受賞しており、今後の教育・研究分

野での活躍が大いに期待されます。

駒田助教(左)が「研究奨励賞」を受賞

虫歯予防のポスター展

「歯と口の健康週間jイベント開催

歯学部附属病院及び村上記念病院では、「歯と口の健康週間(6月4

日-10日)Jに合わせ歯と口の健康を呼びかける活動を実施しています。

穂積キャンパス内の附属病院では、瑞穂市内の小学校7校からポス

ターを募集し、恒例となっている「歯と口の健康を呼びかけるポスター展j

を開催じました。

.虫歯予防のメッセージ

小学生の描いたポスターには、

口を大きく開け健康的な歯がそ

ろった絵や、「毎日歯をみがこう」と

虫歯予防などを呼び、かけるメッ

セージが添えられた絵など、カラフ

ルな色彩に児童の感性豊な表現

方法がちりばめられていました。 小学生のポスターはどれも力作ぞろい

エコプロジェクト

ICool BizJ 
朝日大学では2009年度から大友克之学長の呼びかけにより、

建学の精神に基づき全学で「エコキャンパスプロジェクト(地球温

暖化防止策)Jを展開しています。

3年前の東日本大震災をきっかけに、全国規模での省エネJレ

ギー対策が求められていることから、2014年度エコプロジェクト「省

エネルギー対策実施項目」を策定し、教職員・学生が一丸となり省

エネルギー対策に取り組んでいます。
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看護学を学ぶ

岐阜市消防本部の男性消防職員が「救急救命士資格J取得をめざ
し、今春開設された保健医療学部看護学科において委託生として毎週

1回、学生たちと共に人体の構造や機能を系統立てて学ぶ「形態機能

学Jの講義を受講しています。

今回の委託生受け入れは、救急救命士の需要増加を背景に本学

歯学部附属の村上記念病院が岐阜市に所在していることが縁で実現

したものです。

地域社会への貢献

看護学科では消防職員の受け入れを「救急現場の声が聞け学生た

ちの刺激になるJと期待し、同消防本部と委託生は「朝日大学で学んだ
知識を地域社会に還元すべく、救急救命士となり救命率の向上に努め

たい」と語っていました。

裁判所で法廷を傍聴

法学部の学部生と大学院生が名古屋地方裁判所一宮支部で民事

の法廷を傍聴しました。

裁判所に到着した学生らは、まず裁判所職員から「裁判員制度」の説

明を、また、民事の法廷で「民事と刑事の法廷の違いJの解説を受け、実

際に裁判官、書記官、原告や被告席に着席し法廷を実体感しました。

その後学生らは、当日開廷の「住居侵入・窃盗事件の法廷」に移動

し、検察官と弁護士の白熱したやり取りや裁判官の訴訟指揮を間近で

熱心に傍聴していました。

.裁判宮らと座談会

裁判終了後には、当該事件の裁判官、書記官らとの座談会が持たれ、

学生から多くの質問が投げかけられると裁判官らは一つひとつに丁寧に

応答していました。学生らは「法律や裁判所をより身近に感じた。今後の学

びの参考にしたい」と語り、とても有意義な法廷見学となったようです。

法廷での集合写真(裁判所の撮影許可済み)
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留学生歓迎パーティー

.海外から留学生を迎える

留学生別科日本語研修課程(4月入学生)の歓迎パーティーが7号館

ホーJレ「花水木」で開催されました。パーティーでは、宮田淳理事長、大友

克之学長、丸山和美別科長をはじめとして関係教職員が新入生たちをあ

たたかく迎え、乾杯の発声後には皆にこやかな表情で楽しく歓談しました。

ベトナム、中園、ネパールからの新入生26名は、これからの1年間、学

部・大学院への進学をめざし、日本語や日本文化を中心に学習することと

なります。

総合オリエンテーション

また、留学生を対象とした総合オリエンテーションが実施されました。

オリエンテーションでは、交通事故防止や防火の講習、国民健康保険制

度の解説など留学生活を送るため

の各種アドバイスや説明が行われ、

留学生たちは日本のルールなどを熱

心に学びました。

彼らたちが将来日本と諸外国と

の架け橋に、また、「国際未来社

会Jを切り開く人材へと育つことが
瑞穂消防署員から消火器の使用方法を学ぶ 切に願われます。

「沖縄県人会」開催

沖縄県人会の本年度総会が穂積キヤンJ~ス内10周年記念館で開催

されました。

今春も約50名の新入生が入会した総会には、沖縄県出身学生や教

職員ら約150名が出席しました。

同会では、はじめに世話役を務める大演賢一郎准教授(経営学部)

から、歓迎の言葉と県人会の趣旨や今後の活動方針などが述べられま

した。その後、本会の ?で手朝日大掌油

代表を務める北村健

太郎さん(経営4年)

が各テーブルをまわり、

沖縄の方言で自己紹

介をしてもらうなど、終

始なごやかな雰囲気

で会員同士の親睦を

深めていました。

世話役を務める大漬准教授が挨拶

「多職種連携
ワークショップ。」に参加

三重県立志摩病院で、多職種連携の導入教育「がん患者の退院指

導ワークショップ」が開催され、本学から歯学部5年生が参加しました。

このワークショップは、三重大学が文部科学省の「在宅医療(介護・看

護)を支える多職種連携力を持つ中核的専門人材育成プログラム開発

事業」に採択され、その事業の一環として行われたものです。

.活発なワークショップ

2日間にわたり実施されたワークショップには、朝日大学、三重大学、三

重県立看護大学、鈴鹿医療大学、皇拳館大挙、名城大学の6大学が参

加。医学、薬学、看護学、社会福祉学及び歯学の各学部の学生がグ

jレープを作り、様々な社会的問題や疾患を抱えている入院患者に対し

て、グループ毎に治療方針と退院後の方針を話し合いその結果を発表

しました。

参加学生たちは、他大学・

学部の学生と一緒に議論す

る機会は初めてで、最初は戸

惑いもあったようですが、すぐ

に慣れて柑互に活発な意見

が出され大変有意義なワー

クショップとなったようです。 他大学・学部生とのワークショップに参加

「キャリア形成」の授業スタート

穂積キャンパスで、法学部と経営学部2年生を対象とした必修科目

「キャリア形成IJの講義が行われ、学生たちは真剣なまなざしで授業に
取り組みました。

同授業は、自分の将来をみすえつつ充実した学生生活を送る中で、学

生たちが「自ら考え行動することができる能力」を身に付けられるようにと

新たに開設された授業科目です。

今後、岐阜・愛知の企業トップや幹部を講師に迎え、「業界研究、企業

と人材」なと守のカリキュラムを通じ国内外の景気動向や各種業界の位置

付け、企業が求める人材像なとを幅広く学んでしてこととなります。

自有為な人材を育成

朝日大学では、建学の精神に立脚し、知的、道徳的教養を学生へ教

授することに加え「キャリア教育Jにも力を注ぎ、有為な人材を育成すると
いう教育目標をはたすべく教育課程の質向上に取り組んでいます。
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相撲 国際大会で準優勝

体育会相撲部の女子選手は、日本、中国、マレーシアなどアジア諸国が参

加する「第2回国際女子相撲選抜堺大会J(大阪府堺市)に出場し、野上麻

奈選手(ビジネス企画4年:岐阜)がみごと準優勝(無差別級)に輝きました。

フェンシング、

男子みごと13冠」達成

関西学生リーグで朝日が輝く

体育会フェンシング部は「第64回関西学生リーグ戦J(4月-5月)に出

場し、男子が「フルーレ・サーブル・エぺ」の3種目において優勝、みごと13

冠」を達成し総合優勝をはたしました。一方、女子はエペ優勝、フルーレと

サーブルで準優勝に輝き、男女ア

ベック総合優勝を成し遂げました。

関西リーグで好成績を収めた

フェンシング部は、男女共に「全日

本学生王座決定戦J(6月:中央大

学で開催)への出場資格を獲得

することとなりました。
総合優勝を納めた若きフェンサーたち

仁亘 豆コ 東海学生選手権男子シングルス優勝(法4年英田理志:静岡)

東海学生卓球春季リーグ男子団体準優勝、女子団体準優勝

I ~J lA I東海学生剣道選手権大会男子個人優勝斉藤翼(法3年熊本)

E互ヨ 東海学生春季リーグ戦優勝、関西リーグ 3位
直 亙歪司 東海地区春季岐阜学生リーグ新人戦優勝

直豆童図 東海学生春季テニストーナメントペスト8(ビジネス企画I年永井宏明愛知)

直亙劃 岐阜県春季リーグ優勝(全日本学生選手権へ出場)

強化指定チーム決定!!

• • • 
• • • SPORTS 
• • • 

自転車競技

全日本選手権で堂々 の優勝

体育会自転車競技部は、「第83回全日本選手権J(福島県泉崎競技
場)に出場。みごと4km団体追抜競走(岐阜県選抜チーム)で優勝し全日

本の頂点を極めました。個人種目では、スクラッチレースで浦田真成(ビジ

ネス企画1年:岐阜)が堂々の3位入賞を果しました。

'西日本選手権で優勝ラッシュ

また、「第34回西日本学生選手権J(大阪府岸和田競輪場)では、4km

団体追抜競走とチームスプリント競技で他大学チームを圧倒し優勝。

同種目を含め男女10種目で争われた同大会では、ほかにスプリント、500

mTT、lkmTT、ケイリン、3kmIP、4kmIP、スクラッチレースなと官十9種目で

優勝をはたすと共に、合計で'25の入賞数を数え大いに大会を盛り上げて

いました。

西日本選手権チームSPで優勝

岐阜県競技力向上対策本部から体育会の8競技団体が12014年度強化指定クラブJとして

認定されました。

2005年度から始まった強化指定制度は、一昨年のぎふ清流国体でみごと実を結び「天皇杯・

皇后杯Jの獲得を呆しました。県では、引き続き国民体育大会に向けた選手強化をめざすと共

に、日本代表として世界で戦うアスリートを輩出するため、強化指定制度が継続実施されています0

.競技力の向上

岐阜県庁大会議室において「競技力強化指定証Jの交付を受けた体育会各クラブは、今秋

開催の長崎国体での活躍をめざし競技力の向上に取り組むこととなります。また、新たにジュ

ニア選手の強化を含む「ぎふ瑞穂スポーツガーデン」の活動も本学体育会の協力を得て本格的

にスタートするとのことです。

ホッケー部 成年男子

自転車競技部 成年男子

ハンドボール部 成年男子

卓球部 成年男子・女子

ラグビー部 成年男子

フェンシング部 成年男子・女子

相撲部 成年男子

ボウリングチーム
成年男子・女子

(ブ1Iノーフラッシユ)

07 



ASAHI University News Letter 

08 

2013年度学校法人朝日大学事業報告及び決算が5月22日(木)開催の理事会と評

議員会において全会一致で承認されました。

2013年度事業報告及ぴ決算は以下のとおりです。

事業報告

I 数育の質の向上について

法学部では、学生の進路目標に応じた履修モデル(カリキユラム)を着実に実行

することができ、金融庁に採用された者や、国立大学法科大学院合格者3名を

輩出することができました。

経営学部では、社会や時代の要請に応じたきめ細かい指導の徹底と会計教育

の充実に努めました。その結果、公認会計士試験短答式試験に6名の学生が

合格できました。

歯学部では、「高度な臨床能力を身につけた歯科医師J養成のため、臨床教育
の強化を行いました。これにより、歯科医師国家試験の高い合格率(新卒者

78.2%、全国17私立歯科大学中第4位)につながりました。

E 就職対策について

企業説明会の開催、協力企業を対象とした「講演と懇親の会」や「就職セミ

ナー」の開催、個人面談の笑緒、インターンシップなど、学生に対して個別の就職

指導を徹底して行うことで、95.7%の高い就職率を維持することができました。

これにより7年連続95%以上の就職率達成となりました。

皿 地縁社会との連携について

瑞穂市をはじめ、岐阜市や美濃加茂市等における公開講座の開催や市民相

談室等を通じ、地域社会に本学の有する「知」の提供を行うことができました。

また、教育にかかる地域連携等の観点から、高校への出張講座、英語教育の

推進をはかるための英語弁論大会の開催、岐阜県弁護士会との協力による法

教育に関するシンポジウムや地元中学生を対象としたジュニアロースクールなど

を開催することにより、地域社会との緊密な連携をはかることができました。

N 活発な国際交流の堅持について

国際未来社会で活躍し得る学生を育成するため、歯学部では、米国、メキシコ、

中園、イタリア、フィンランドの5か国(8大学)との聞で、学生の短期海外研修派遣

による相互交流を実施しました。また、法学部、経営学部でも米国UCLA、オース

トラリアのCQ大学に語学研修や異文化体験などの目的で学生を派遣しました。
この結果、学生たちは、充実した国際交流を行うことができました。

V 教育後援会、同窓会との連携について

学生の勉学や生活指導において父母等との連携をはかるため、歯学部では、全国

各地で開催している教育後援会支部懇談会に学長や副学長が参加しました。

一方、法学部、経営学部では、父母との教育懇談会を本学のほか、在学生や卒業生

の多い、金沢、大阪、福岡、熊本、那覇でも開催し、多数の父母に参加いただきました。

また、卒業生の社会でのより一層の活動を支援するため、学長、副学長、学部長

をはじめ、本学教職員と同窓会との閑で定期的な懇談会を開催し意思疎通を

はかることができました。

VI 施設・設備の充実について

保健医療学部看護学科開設に伴う建物の改修工事のほか、教育研究機器の

更新等、教育研究環境の整備を進めました。

歯学部では、解剖学実習室の整備を行い、ホルムアルデヒド対策とAV装置の
更新を行いました。また、統合型臨床シミュレーションシステム、バーチャルスライド

教育実習システムの導入、共焦点レーザースキャン顕微鏡の更新も行いました。

図書館では、ラーニングコモンズを整備し、グループ学習や討論会などができる

総合的な自主学習のための環境を整備することができました。

W 医療を通じた社会貢献について

附属病院では、歯科診療院内において総体的に医療収入を伸ばし、収支差額

の改善をはかることができました。附属村上記念病院では、人工透析

受け入れ数が増加、また病気予防のための人問ドツクも高い評価を受け、地域

住民の期待に応えることができました。PDI岐阜歯科診療所では訪問診療にカ
を入れた結果、順調に受け入れ施設を増加させることができました。

3つの医療機関では、地域の医療拠点として十分にその役割を果たすことが

できました。

vm 堅実な資産運用等について
教育・研究及び医療という本学本来の業務をより充実したものとするため、学納金、医療

収入の安定的かっ着実な確保に加え、資産運用及び収益事業で得た収益を一般会

計に繰入れることにより、教育・研究及び医療のさらなる充実をはかることがてきました。

区広報活動の充実について

各学部等の充実した教育、さまざまな奨学支援制度、優れた施設・設備など恵ま

れた修学環境、3つの医療機関による地域住民に対する健康の維持・増進への

サポート、公開講座や市民相談室なとを通じた社会貢献活動など、本学の魅力

について積極的に情報を発信するため、ホームページの拡充やリニューアルを

行い、充実した広報活動を進めることができました。

第43期決算報告書(2013年度)

資金収支計算書

収入の都 | 支出の郎

単位:円

学生生徒等納付金収入 3，933，805，070 1人件費支出 7，381，854，133 

手数料収入 50，428，220 1教育研究経費支出 6，039，205，909 

寄付金収入 1 20，528.4181 教育研究経費支出 2，277，837，596 

縛助金収入 998，564，7761 医療経費支出 3，761，368，313 

資産運用収入 5，∞4，142，4741管理経費支出 638，167，968 

資産売却収入 43，401，427，150 1施設関係支出 1，038，923，171 

事業収入 152，823，1971設備関係支出 622，503，730 

医療収入 9，068，119ρ311資産運用支出 52，748，608，559 

雑収入 123，334，787 1その他の支出 8，559，778，424 

前受金収入 606，146，250 1 

その他の収入 15，937ρ36，2771 

資金収入調整勘定 ム2，159，545，3801賞金支出調整勘定 ム773，909，229

前年度繰越支払賞金 10，367，361，1961次年度繰越支払資金 11，249，038，801 

収入の部合計 87，504，171，4661支出の都合計 87，504，171，466 

消費収支計算書 単位:円

消費収入の部 | 消貨支出の節

学生生徒等納付金 3，933，805β701人件費 7，523周旦272

手数料 50，428，220 1教育研究経費 6，970，319，324 

寄付金 I 45ρ33，0431 教育研究経費 2，984，978，518 

補助金 998，564，776 1 医療経費 3，985，340，806 

資産運用収入 5，∞4，142バ741管理経費 646，127ρ99 

資産売却差額 5，275，325，823 1資産処分差額 1，922，958，490 

事業収入 152，823，1971徴収不能額 10，885，000 

医療収入 9，068，085，301 1徴収不能引当金繰入額 8，578ρ95 

雑収入 123，334，787 1 

帰属収入の都合計 24，651，542，691 

基本金組入額 ム7，445，771，395

消費収入の都合計 17，205，771 ，2961消費支出の怒合計 17，082，806，280 

貸借対照表

資産の部

当年度消費収入超過額 122，965，016 

前年度鵬首買収入超踊 3，022，350，999 

翌年直線醐買収入超踊 3，145，316ρ15 

2013年3月31日単位:円

負債ゆ郡

固定資産 136，398，413，987 1固定負債 4，491，327，973 

有形固定資産 2瓜149ρ02，5491退臓給与引当金 4，491，327，973 

土地 11バ34，985，6891流動負債 1，521，987，205 

建物 9，358，843，531 1 未払金 801，108，615 

構築物 369却 8，5621前受金 62叱574，250

教研機器 1 1，616，925，6871 預り金 96，3叫 340

その他機器 1 43，812，1071負債の都合計 6，013，315，178 

図書 1 3，322ρ66，9061 

その他 3，160，067 

その他固定資産 "0，249，4 1 1 ，438 

有価証券 6.456，3∞，9001 基本金の郡

収益事業元入金 4ρ80，539，898 1 第1号基本金 44，186，138，046 

第2号基本金引当責産 12，000ρ00β001 第2号基本金 12，000，ρ00ρ00 

第3号基本金引当資産 83，107，5∞ρ001 第3号基本金 83，107，500，000 

i臓給与引当特定責産 4，491，327，973 1 第4号基本金 1，000，ρ00，000 

その他 113，742，6671基本金の都合計 140，293，638，046 

流動資産 13ρ53，855，252 

現金・預金 11，249，038，801 

未収入金 1，563，507，588 

貯蔵品 1 171ρ89，0041 消費収支差額の郁

短期貸付金 1 4，906，580 1翌年底縦凶買収入超醐 3，145，316，015 

その他 65，313，2791消費収支差額の部合計 3，145，316β15 

|負債の鼠基本金のsぴ
149，452，269，239 I :，:;:，::~:，::_-，::;， 149，452，269，239 

'消費収支差額の都合計
資産の都合計

※群細は、本学webサイト(httpJ/www.asahi-u.ac.jplinf/fjigyou.htmllをご覧くださし、。


	H1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	H4

